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二木島湾の底質調査

　消費者の食の安心・安全に対する関心に応えるため、様々な漁業で対応を行っています。養殖漁業界においては、きれいな海で魚を育てるために、漁場環境や日々の養殖作業をモニタリング（継続監視）する養殖漁場の行使計画をたてています。それが漁場利用計画です。
　漁場利用計画では水質調査と底質調査をすることになっている場合が多く、今回は熊野市二木島湾での底質調査に同行しました。
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底質調査とは
環境評価の基準（硫化物量が0.20mg/g以下など）を決め、計画的に漁場利用することにより、漁場環境を守ろうとしています。
二木島湾は外洋性の強い湾で、水深が25～45mほどあります。このようなところから底土を採取するのは、非常に力のいる仕事です。
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目視調査
漁場内に設けた各地点で泥を採取し、調査します。まず、色、臭い、生物の有無などを目視調査します。引き続き、実験室内で化学分析を行います。
漁場が汚れてくると、底質が徐々にヘドロ化してきて、色が黒くなってきます。また、硫化物臭がし、底生動物が住めない環境になります。
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化学分析
底土に含まれる硫化物の量により、漁場が汚れているかどうかがわかります。実験室では、この硫化物を分析・測定します。
目視調査と化学分析の双方を用いることで、底質の評価を行います。漁場利用計画で評価の対象としている硫化物量は、概ね0.2～0.4mg/g程度になることが知られています。
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今回の結果
今回の結果は、ゴカイ類やカニ類、貝類が生息しているきれいな底質でした。それを裏付けるものとして、化学分析した結果、硫化物量が0.038～0.055mg/gで、基準としている0.20mg/gよりもはるかに小さい値となっていました。
このように、非常に良好な環境で育てられたマダイが、みなさんのもとへ出荷されていきます。
